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第 2 章 環境影響評価方法書について環境の保全の見地から提出された意見の概要と事業者の見解

「環境影響評価法」第 8条第 1項の規定に基づき、環境影響評価方法書について、当社に対して

環境の保全の見地から提出された意見の概要とそれに対する当社の見解は、表2-1のとおりである。

なお、意見の概要に関しては原則として原文のまま記載している。

表 2-1(1) 環境影響評価方法書について提出された意見の概要と事業者の見解

（意見書 1）

No. 意見の概要 事業者の見解

1 動物の注目すべき生息地として、国の特別天

然記念物に「小湊のハクチョウ及びその渡来地」

として全国 1 ヶ所だけ指定されている。この度

の「(仮称)平内陸上風力発電事業環境影響評価

方法書」[要約書]について、私や平内町白鳥を

守る会が行っている平内町に飛来する白鳥観察

結果に基づき「田の沢溜池」と「中村溜池」の

鳥類(大型水鳥)に分類されたハクチョウに特化

してご意見申し上げます。

1.意見

両溜池ともに 10 月～12 月は南下時期の休憩

地、2 月～4 月はシベリア方面北上時期の休憩地

として安全・安心な「楽園」となっている。「小

湊のハクチョウ及びその渡来地」の名称で特別

天然記念物に指定されているハクチョウが今後

も両溜池を楽園として飛来することを切に願う

為のご意見です。

一番懸念されるのは何らかの影響で楽園とし

ての調和の役割消滅は私たちの住む平内町にと

って自然環境の損失と考えます。

国の特別天然記念物「小湊のハクチョウ及び

その渡来地」が対象事業実施区域の北約 2km の

位置に存在することは承知しております。

今後、環境影響評価準備書の作成にあたって

は、ハクチョウへの調査を適切に実施してまい

ります。

また、予測・評価にあたっては、ハクチョウ

への影響を配慮し、必要な場合は風車配置計画

案の変更も検討いたします。

2 (1)騒音並びに振動調査の実施

騒音レベル「105.5dB」どんな音量か想像でき

ませんが、当該施設の東側 1km の位置に田の沢

溜池と中村溜池が存在、共にハクチョウの飛来

地です。

野鳥は騒音に敏感と聞いており、両溜池を調

査地点に加え 9 地点とする。騒音による環境変

化はとても気になります。

中村溜池は、騒音調査地点の「環境 1」が至

近であり、風車との距離も「環境 1」のほうが

近いため、当地点の調査結果を用いることで問

題ないと考えます。なお、田の沢溜池について

は、「環境 2」地点が至近ですが、風車との距

離が田の沢溜池のほうが約 500m 近いため、調

査地点追加を検討します(次ページ図 2.1-1 騒

音及び振動調査地点参照) 。

3 (2)対象事業実施区域及びその周辺に住む動物

の現地調査は「鳥類(大型水鳥＝ハクチョウ

他)」について希少猛禽類と同じ 4 地点程度と

なっているが「田の沢溜池・中村溜池」を加

え 6 地点とする(p.47)。

※(p.59)田の沢溜池と中村溜池を含む St.A～F

の調査は、見晴らしの良い St.1～4 の定点観

察地点から見えない場所を補完するため任意

に移動し観察する地点を設定したとなってい

るが、ハクチョウは夕方から夜間溜池に飛来

し翌朝 7 時頃から飛び立ちます。楽園である

溜池を目指して飛来する。

鳥類（希少猛禽類、渡り鳥、大型水鳥）の調

査地点の定点 St.3 は中村溜池、St.4 は田の沢

溜池の上空を見渡せる地点として設定してい

ます。

また、St.E、St.F の移動観察地点について

は、早朝及び夕方の日没前後の時間帯に、溜池

に滞在するハクチョウ等大型水鳥の調査を行

うようにいたします。

(図 2.1-2 鳥類（希少猛禽類、渡り鳥、大型水

鳥）の調査地点参照)
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出典：「ゼンリン住宅地図 青森県東津軽郡平内町 202106」（株式会社ゼンリン）

図 2.1-1 騒音及び振動調査地点

風況観測塔

中村溜池

田の沢溜池
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図2.1-2 鳥類（希少猛禽類、渡り鳥、大型水鳥）
の調査地点

中村溜池

田の沢溜池
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表 2-1(2) 環境影響評価方法書について提出された意見の概要と事業者の見解

（意見書 1）

No. 意見の概要 事業者の見解

4 (3)対象事業実施区域とその周辺に住む動物の

調査期間等の現地調査での定点観察調査期間

は、「鳥類(大型水鳥＝ハクチョウ他)」10 月か

ら翌年 3 月まで(希少猛禽類の毎月 1 回、各 3

日間を計 16 回と同時)となっているが、4 月ま

でとする。

又、毎月の調査回数 10 月～4 月までは基本

各 1 回とし、更に飛来数の多い 11 月・12 月・

3 月は各 1 回を追加調査実施とする。(p.48)

ご指摘の 4 月の調査及び飛来数の多い 11

月・12 月・3 月の追加調査について、実施を検

討いたします。

5 (4)現地調査時間は記載されていないが、日中と

理解します。私達の調査では午前 7 時前から

飛行が始まり、午前 9 時頃にはほとんどなく

なります。

個体数、飛跡、飛翔高度区分等の調査は 6

時 30 分には始めること。

鳥類、特に渡り鳥の調査は、移動(飛行)時間

帯を考慮して、通常は日の出前から開始して日

没直後まで実施します。

ご指摘の時間前には、調査を開始しますの

で、ご理解いただきたく存じます。

6 (5)両溜池共に飛来は夕方から夜間が多いよう

です。計画されている自動録音装置では夜間

のハクチョウ飛跡、飛翔高度区分等は把握で

きないため、レーダーやレーザー等により実

施すること。風力発電事業には、飛跡や飛翔

高度区分は重用と考えます。

夜間のレーダー調査については、地形的な制

約等（事業実施区域は山林部のため障害物が多

く、レーダー機材を配置するスペースも限られ

ていると想定されます）も考慮しながら、定点

観察調査の調査期間中での実施を検討いたし

ます。

7 (6)ハクチョウは西風・東風では飛翔軌跡・飛翔

高度区分等に変化があると考えます。よって

調査は西風・東風共に実施すること。

飛翔高度区分等調査時の風向について、風況

観測塔のデータを確認し、調査結果に風向によ

る偏りがないように留意いたします。

- 添付資料････････両溜池の飛来調査結果表

(1)表 1.7-3～6 田の沢溜池・中村溜池調査結果

表 1.7-3 2018.10～12 月並びに 2019.3～4 月

表 1.7-4 2019.10～12 月並びに 2020.3～4 月

表 1.7-5 2020.10～12 月並びに 2021.3～4 月

表 1.7-6 2021.10～12 月並びに 2022.3～4 月

(2)月日別・年度別(4 ヶ年)両地区飛来数一覧表

表 2.1-1 田の沢溜池日別・年度別飛来数調査結果

表 2.1-2 中村溜池日別・年度別飛来数調査結果

(別紙 5 参照)

表 2-1(3) 環境影響評価方法書について提出された意見の概要と事業者の見解

（意見書 2）

No. 意見の概要 事業者の見解

1 白鳥に関する調査の記述がない。 白鳥に関する調査については、方法書では「鳥

類（大型水鳥）」として表記しております。誤

解を招くような表現で申し訳ありません。

2 メンテナンス道路の記述がない。 メンテナンス道路については、方法書の p.11

「改変区域等の範囲（案）」において「管理用

道路」として記述しております。なお、管理用

道路(メンテナンス道路)は、幅員 5.0m、延長

7,160m を計画しております。
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［別紙 5］

○意見書 1 添付資料
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